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カイラルフェルミオンを⽤いた
格⼦QCDによる中間⼦質量⽣成機構の研究
⽬的 第⼀原理計算である格⼦QCDを⽤いて、カイラル相転移付近で

の中間⼦の質量⽣成機構を明らかにする。
内容 トランケイテッド・オーバーラップ・フェルミオン(TOF)形式の

作⽤による格⼦QCDのシミュレーションを⾏い、π, ρ, σ, a1中間
⼦の質量を計算する。

結果 今年度は中間⼦質量に対して、TOF作⽤特有のパラメータであ
る５次元⽅向の格⼦サイズ(N5)依存性を調査した(図参照)。その
結果、N5=32で⼗分に質量の調査
が可能であることがわかった。

利⽤した計算機 SX-Aurora
ノード時間 約9500 時間
使⽤メモリ 約900 MB
ベクトル化率 約99.4%
並列化 10並列

図（シミュレーション結果）
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